

















した『ハン・トゥア伝昂旬開tHang Tuah~ (18世紀初?)などがある(柴田 1991;野村2∞1)。
漢字文化圏に属するベトナム北部・中部をのぞく、上座部仏教圏の大陸部東南アジアでは、ス





































(e)AI，側 ngM加の'aGyi Ayedawbon (3種のテキスト)
(のMajjhimadesaAyedawbon 




















ac∞皿tof a royal ca坤 aign"と定義し (MyanmarLangl略 eCommission 1993: 587)、19世紀初頭の語
義を伝えるTheJuason Burmese-English Dictionaryは、ayedawを"Aroyala血ir;a旬m 叩pliedωwars
























(b) RajadU'it Ayedawbon 
ラーザディリッ・アイェードーボンの編者については、研究者の見解はほぼ一致している。パ






















































ッ・ウン1¥vin-出nTaik WunマハースィードゥーMahaSithuウー・トゥンニョーUTun Nyo 































































トゥラダンミカヤーザM曲aA旬1aDammikay位 arとし、ウー・ベーマウンティン氏は、 (e)Alaung 




ンジー (大年代記、大王統史)Maha Yazawin GyiJ (1714-1733の聞に完成)およびシン・タンコ
ーShinTh皿Kho(1.598-1ω8)の史謡『ミンイェーディパ・エージンMinYe Dibba EgyinJl (1608頃
成書)から直接引用もしくは題材を採って書かれた覚え書きのようなもので、著者は不明である
が、その成脊年代は、阜くとも 18世紀前半以降となる、としている(Yiyi 1969: .52・.53)。
著者について諸説ある現時点では、その成書も、第二次タウングー朝(ニャウンヤン朝)













(e) Alaung Mintaya Gyi Ayedawbon (3種のテキスト)
ウー・トーカウン氏によれば、このアイェードーポンには少なくとも三種の異本が存在し、そ
のうち、二本には著者に関する記載がないため、作者については、研究者の聞でも様々な見解が



















Pres本(1883年刊)、 H血血.waddyPres本 (1900年刊、 1943年刊)、 5巻本 (1923年刊)、 6巻本 (1967
年刊)、四aTin校訂2種本(1961年刊)。このうち、筆者が所有もしくは実見したのは、四aT:包校訂2


























自身はこの本を rAlaungMinω[Ya Gyi Athtokepatti Ayedawbon YazawinJ (A白.tokl叩制は「伝記J)と





























ーヤター (1723・1791)の生誕250周年記念研究論集に収められた諸論文など (Kyauk1i凶ng1974; 







般的には、 H血b戸地血Aye血wbonと称するようになったようである (KyaukTaing 1974: 137)。
本書は、 1819年まで続く王の治世の三十八年間のうち、最初の四、五年間の事績のみしか扱っ
ておらず、また、現存の写本は、 1葉 12行、 6インガ一anga(1インガー=12葉)と 2葉からなる






























のミョウウンmyoWWl (知事)ネーミョーゼヤチョーティンNayMyo Zeya Kyaw H也で、父は旧
アラカン王国の高官、母は第二次タウングー朝の王家の血筋を引く人物で、ボードーパヤー王に
よるアラカン征服後は、コンパウン朝に仕えアラカン地方の支配の一端を担った人物である(回a
Tun Phyu 1998: 1-9)。その成書年は、奥付の後書きに 1823年 11月 17日(ピルマ暦 118Sダザウ
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